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＜患者様連絡事項＞

· 奥利　うめ様　～痰鳴・喘鳴聞かれ、食事摂取困難有り、時々発熱もある為、昼より食止め・服　

　　　　　　　　　　　薬中止となり糖質・電解質輸液剤・ビタミン剤の点滴３本/１日と抗生剤の点　

　　　　　　　　　　　滴２回/１日が開始となり要観察の為観察室に移室しています。腹部X-P.の

　　　　　　　　　　　結果肺炎と診断、他末血１・CRP、痰培養・感受性の検査行なっています。

　　　　　　　　　　　尿量、点滴管理、一般状態の観察をしていきましょう。

· 野里　朝子様　～食事・水分摂取量の拒否強く尿量少なく濃縮尿となり検査の為カテーテルに

　　　　　　　　　　　採尿したところドロドロの沈殿物が採尿され、尿路感染の疑いもあり、尿培

　　　　　　　　　　　養・感受性、末血１・CRPの検査を行なっています。本日より抗生剤の点滴が　２回/１日開始となり、観察室へ移室しています。食事・水分摂取が出来るように声掛けしたり、工夫して行きましょう。又、一般状態、尿の性状等観察しましょう。

· 浜中トキエ様～発熱なく、全身の皮膚落屑も軽減し症状安定した為、観察室よりCユニ

　　　　　　　ット206号室へ移動となっています。筋力低下見られますので移動等見守りしけがのない様にしましょう。

　＜受け持ち患者ＮＣＰ評価・検討＞

・浜中　トキエ様

意見・・・1　.認知症が進行して意欲がなくなっているのではないのか

　　　　　　　　　　2.　日中は離床をして頂いていいのでは？

　　　　　　　　　　3.　オムツではなく、トイレ誘導をしてはどうでしょうか？　　　

　　　　　　　　　　4.　これ以上筋力低下させないために、少しずつ歩行訓練もかね歩いてもらってもいいのでは。

結論・・・1.　日中は離床をしホールで過ごしていただく。

　　　　　　　　　　2.　日中はトイレ誘導（2人介助のほうが安全）を行い、夜間はオムツで対応。

　　　　　　　　　　3.　歩行練習はベッド周辺の短距離歩行から行なう。

　　　　　　　　　　4　観察室では清拭をしていましたが、入浴の方向で考えてもいいのではないでしょうか。次回の入浴日からお願いします。

　　　　　　　　　　

・「塚田　昌様と長根　實様」

現在トイレ誘導時トレーニングパンツ＋小パットで対応をしていますが、あまり失禁が多く無く、家族様のオムツ代の負担を考えるとトレーニングパンツを布ぱんつに変えてパットを当てる方法でもいいのではと言う意見が出ています。排便はトイレ誘導で対応出来ているので、何日か、日中ホールで過ごす時は布ぱんつ・小パット、夜は今まで通りトレーニングパンツ・小パットで試し、結果により、良い方で考えて行きましょう。

　　

